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MT49 形主電動機の重量は 2 ， 200kg で， 1 時間定格出力は

400KW  (単位重量当り出力 0.182KW/kg) であり， EF15 形・

58 形に使用されている MT 42 形(単位重量当り出力 325KW/

3, 500kg=0. 093KW/kg) に比べて格段に軽量化され，しかも1-1\

力が増大している。そのかわ り回転数が高く ，通風量も多く，絶

縁も電機子は特B種， 界磁はH種と高級になっている。主電車JJ

機の界磁弱め率は最高 40 % と 高く，高速性能を十分発輝させ，

4 段に界磁制御(誘導分路法一採用)するようにしている。

次に ED60 形の性能を 58 形と比較すると図ー1 のとおりであ

り，重量が半分に近いのに EF15 形とほとんど同じ性能を発概

しており，また弱め界磁をフルに使用した場合には， EF58 形

に匹敵する性能が発揮できる。 400 t 列車けん引時の均衡速度

は， 表一l のとお りである。

3 主要部lの構造

図 2 は ED60 形の主同路のツナギ関であり，従米の機関'J(と

異なる部分は，パーニ 7;lilj御装置， 軸重移動補償界磁弱め装置

および電綾子分路式再粘着装置である。

および，これを加減するスイッチからなっている。加減スイッ

チには， 電動機付カム車由緩触旅を使用し，限流継電器 (568) に

よってi".i動的に進段するようにな っ ている。

重量列車を起動する場合， B-B 形の機関車では，前頭第 l 軸

に続いて第 3 軸がス リップしやすく，反対に第 2 ，第 4 軸の順

にスリップしにくい。これは起動の際生じる軌重の移動により，

粘着重閉が第 1 ，第 3 軸では軽減され， 第 2 ， tlH 軸では増大

されるためて、ある。 ED60 形 ・ 6 1 J[:3では，この軸重移動防止の

ため， 一つには後述の特殊な帰れまくら機怖を線用し， 一つに

は軸U"ï:の軽減量に比、じて，その徒動機の界彪を弱めて引~Ú力を

少なくする)j法，すなわち剥1吊砂 1íiJ lilì償界縦弱め装置を係用し

ている。この装 il~l:は，以1 - 2 tこがす F" スイ ッチと ，その下左の

補償弱め抵抗おからなっている。

ED60 形 ・ 61 形では， * λ ー ユ n:11御および軸重移葺/JÎilìtltの

1'<慨を設けたことにより ， 従来の際関車に.ltベて スリッ プ しに

く L 、 fl~ .ìu となっているが， さらに，スリッ プしても直ちにこれ

を止めて 1'1粘 15 させるをlirfが i史われている。

凶-2 ED60 形 1: 1" 1 路 つなぎ

起動時ノ ッチ進めの刻みを細かくする と，ピーク電流が少な

くなり， JfI輸のス リ ッ プを最小限に防ぐことができる。必要に

応じて細かくノッチ進めができるようにした装置をパーニア制

御装置といい，バーニアスイッチ (V) ・ パ ー ニア低抗日:} (580) 

図-3 帰れまくら袋町組立

:1i転が生 じたな らば，空転警報継電器(1776) が動作して砂ま

き電磁弁を励磁して砂をまき， 表ノjミ燈が点、燈すると同時に，

ーニ 7;lilj御中な らばパー ニア ;Iilj御 Mの進段を停止し，さらに空

転した主電動機の電機子にslHIJ抵抗(電機子分路底抗器 ， 579) 

を接続して電機子電流を減少させ，積極的にさE転を止め再粘着

を促進する方法の電機子分路式再粘着装位を線用している 。

掘れまくら機備としては，事由重移動を少なくする目的から

図 3 に示すよ うな特殊な機構を採用 している。台車から車体へ

引張力を伝達する心ざら(皿)部を低くすれば，車曲重移動が少な

くなるので，図のように車体両官IIJに脚を出し，これを結んだハ

リの上に心ざらを設けている。そのかわり車体重量は，全部両

側の繕れまくらつりリンクから台車わくにかかり，一種の世IJ受

支持になっ ている。 台車横ハ リ中央部から長いピンをたらし先

端を前記心さ.らに差し込み，この前後方向の側面接触によって

引張力が台車から車体に伝えられる。

(EF60 形・ EF61 形電気後関車〕

EF 60 形機関車(写真 2) は， 東海道・山陽線等の幹線用貨物機

関車として EH10 級の性能をも ったものであり，構造的には

ED60 形とほほ.同一である。昭和 35 年に試作 2 両を含めて 14
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